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協会けんぽの２倍を超える保険料に

４０代夫婦で片働き・給与年収４００万円、子

どもが２人の４人世帯の場合、協会けんぽだと年

間保険料２３万７２５２円（本人負担分・２０１

９年４月から）なのに対して、国保は江戸川区で

５１万７０４３円（所得の１９.４４％）と２.２

倍にもなります。

２０１９年度の保険料は区市町村の内、引き下

げは千代田区と小金井市のみ、据え置きは１４市

２町１村で、率で３５.５％に留まっています。江

戸川区の試算例で、所得割額２７万２８４３円に

対し、均等割額が２４万４２００円です。国保も

収入ベースで保険料を決めれば、協会けんぽに近

づきます。

容赦のない差押え

２３区は２０１１年度に「住民税方式」から

「旧ただし書き方式」に所得の把握方法が変更さ

れ、１１年と１９年を比較すると１１万円以上の

負担増です。所得に占める保険料負担率は１５.２

８％から１９.４４％と世帯所得の約２割です。高

すぎる保険料により、滞納せざるを得ない状況が

広がっています。

滞納率は２０１８年度で全国平均で、１４.５％

ですが、東京全体では２２.３％と全国１位、２３

区は２５.６％とさらに深刻です。滞納世帯数は、

４８万７千世帯、差押え件数は４万３９４件で１

４年度と比べて１万８８９２件も増えています。

金額では、８６億９５５８万円余で１４年度比１

０億６１５４万円余増えています。一方で、１件

当たりの差押え額は２１万５千円で１４年度比マ

イナス１３万９千円になり、少額の滞納でも容赦

なく差押えが行われていることが伺えます。

「差押えで交付金｣を止めさせた

「東京都国民健康保険特別調整交付金」の中に

「収納率向上の取り組み成績良好」という基準が

あり、具体的算定項目に「滞納処分部門として、

差押え件数、差押え率、資格証明書発行割合」が

２００５年から設けられ、５００件以上の差押え

で最大４千万円の交付、資格書発行率１０％以上

で最大1千５００万円交付など、自治体を差し押え

に駆り立てる基準が続けられてきました。

社保協では毎回の対都要請で廃止を求めてきま

したし、共産党都議団も議会で取り上げてきまし

た。２０１８年２月１日の予算委員会で日本共産

党の倉林明子参議員がこの問題を取り上げるなど

東京都を追い込んできました。結果、１８年１１

月に「滞納処分部門」を算定項目から削除させま

した。 （２ページに続く）



保険料引き下げが求められる

※子育て支援…①子どもの国保料軽減、②ひとり

親世帯の国保料軽減（親子とも）、③就学援助対

象世帯の国保料軽減

※低所得世帯支援…①所得控除をせめて住民税並

みに行う（配偶者控除、扶養控除、障害者控除な

ど）、②法定軽減世帯の対象を広げる、③１割軽

減や３割軽減を新設する、④住民税非課税世帯に

は所得割を賦課しない。

（事務局長 寺川慎二）

６月９日、江戸川社保協は第２３回定期総会を

開催し９５人が参加しました。

前段の総会では、総会議案・決算報告・会計監

査報告・予算案・体制案が全て承認され、新年度

体制がスタートしました。

後半の総会記念学習会は、昨年に引き続きＮＰ

Ｏ法人医療制度研究会副理事長の本田宏先生に講

演をお願いしました。今回は「どうなる介護保険」

をテーマに、社会保障全体の課題・問題点を、笑

も交えてお話しいただき大変好評でした。

終了後の役員懇親会では、「現在、年１回総会

と併せて行っている学習会の他に、別途学習会を

開催したい」「制度政策の堅い話しだけでなく健

康増進などのテーマでの学習も良いのでは」「引

き続き本田先生にお願いしたい」など、前向きな

意見が多く出されました。

（江戸川社保協 中村安彦事務局長）

八王子社保協は、２０１９年度総会を６月１５

日（土）に開催し、１１団体・個人あわせて２３

人が参加しました。

総会は、東京社保協相川事務局次長が来賓あい

さつを行い、社会保障をめぐる厳しい情勢の中で、

地域で社会保障を守る運動の果たす役割が大きい

こと、これからも東京社保協等とともに国保税を

引き下げるたたかいなどを共に進めて行きましょ

うと訴えました。

活動のまとめでは、２０１８年度の取り組みの

中心に位置づけた国民健康保険の子ども均等割額

等の軽減を求める運動について紹介されるととも

に、１０月に取り組んだ「なんでも相談会」の相

談内容を見ると、市民をめぐる厳しい情勢などが

反映していることなどが強調されました。

２０１９年度の方針では、この間の国民健康保

険税の引き下げを求める運動をもとに「市長への

要望書」の提出を６月１９日に行うことが提案さ

れました。その他、国保税の引き下げ運動を、社

会保障を守る運動の根幹として重視し取組むこと

をはじめ、２０年目を迎える介護保険制度の改善

に向けての取り組み、「なんでも相談会」の実施、

八王子総行動に結集して社会保障分野の課題での

要求提出と当日の交渉参加などが提案されました。

討議では、八王子市の人口動態や市に対する市

民の要求と八王子市の財政状況などの資料紹介や、

消費税の引き上げを阻止する運動の重要性、介護

をめぐる情勢、子どもの貧困の実態などが報告さ

れました。総会は、すべての議案を確認し、２０

１９年度の幹事体制などを決定し終了しました。

（事務局 河内 光久）
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６月７日（金）降雨の中、消費税廃止東京各界

連は、北千住駅、赤羽駅、大山駅でキャラバン宣

伝行動を行いました。

北千住駅では、窪田光東京社保協事務局次長

（東京民医連事務局次長）が弁士をつとめ、「消

費税増税は庶民の生活を圧迫し、受診や介護の利

用を控えたりすることになり、健康を脅かされる」

「増税は、病院・診療所・介護事業所の経営も直

撃する」ことを、具体的な金額をまじえて報告し、

消費税増税中止を訴えました。引き続き、東京土

建、新婦人などからも力強い訴えが行われました。

「増税ありえないティッシュ」は好評で、雨天

にもかかわらず、北千住駅前では２０人の方が署

名に協力してくれました。

北区なんでも相談会

実行委員会は５月２８

日、なんでも相談会を

開催。

相談では、ご近所ト

ラブルの相談が２件続

きました。終了後の振り返りでは、弁護士や不動

産業の経験のある土建の相談員から、「高齢者同

士のトラブルが増えている」「弁護士に相談が来

る場合は相当な困難になっている」「迷惑をかけ

ている側に自覚が無い」「被害を受けている側が

引っ越すしかない」という傾向が明らかになりま

した。 なんでも相談会実行委員会は、今回の相

談事例を持って、豊島町の普段付き合いのある不

動産屋さんを訪問し連携を申し入れました。

この相談会では４件の相談があり、参加者は相

談員１０人、要員１７人通訳１人（中国語）でし

た。

（相談会ニュースより）



６月１４日（金）、巣鴨駅前で「４の日」宣伝行

動を、１２時から１時間実施しました。

当日は、強い日差しが照りつける中、各団体か

ら参加して弁士が交互に訴えを行いました。

おりしも『老後は年金に加

えて２千万円が必要』との金

融庁の報告者が問題になって

から初めての１４日の年金支

給日と重なり、「でたらめば

かり、何を考えているんだ。

年金で困っている人のことを

考えろ」「麻生にアホと言い

たい。老後の保障どうにかし

て」「暮らしを良くして下さ

い。保険料が高すぎる」「老々

介護で大変。なんとかして。

介護サービスが利用できない」

など、署名に応えながら怒りの声が相次ぎました。

この行動には、全体で３９人、その内東京から

２７人（土建２０人）が参加し、２５条署名５６

筆、消費税ストップ署名６筆、署名付きティッシュ

を約２８００個配布しました。
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